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要   約 

保育施設における生活で，子どもは集団・環境への適応が望まれている。そこでの「適応」とはいかなる状況をめざす

ものなのか。本研究では，諸々の学問分野や社会的側面において「適応」はどのような意味や位置付けで扱われてきた

かを，先行する文献や研究より素描する。適応の概念は大きく分けて，環境や事象に対する適応と，ヒト自身の適応力

の向上に分けられ，保育の中での適応は，集団適応，社会的適応，生活的適応，適応行動，心理適応が挙げられ，各視

点から環境構成や援助方法などが検討されている。乳幼児にとっての適応とは，心理的に能動的かつ情緒的な安定を得

ながら環境と適切に関わることと定義できる。子どもがどれだけ心地よく過ごしているかという子どもの居場所感を捉

える視点と，子どもがどれだけ活動に没頭しているかの視点は，「適応」の情緒的な安定であり，子どもが園環境・生

活に能動的に関わることが含まれることが分かる。その結果，「安心・安定」「夢中・没頭」の評定で「適応」を描写

することが可能であることが示された。 
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Ⅰ．本研究の目的 

ヒトは，集団の中で心身の発達や成長に伴い，もの

やヒトと関わりながら人間形成をしていく。生理的早

産として誕生した人間は教育（保育）のはたらきかけ

が必要不可欠である１）。ヒトは集団の中で育つこと

で成長していくため，どのような集団なのか，どのよ

うな環境なのかがヒトの成長に関わる。 

特に保育施設注１）では，まさに集団を通して生活を

行っている。保育施設には待機児童解消に向けた施策

が打ち出され，こども家庭庁注２）による「保育所等関

連状況とりまとめ（令和５年４月１日）」2）では，保

育施設の利用定員数は増え，待機児童は減少している。

一方で保育施設には保育の質の向上が求められている
3）4）。保育施設は，乳幼児にとって家庭を離れ集団の

中で新しい人間関係を築きながら成長していく場であ

る 5）。保育施設における生活は，集団生活が基本と

なり，「適応」が求められるように見られる。では，

そもそも「適応」とはどのような状況になることを示

すのか。何に対して「適応」とすればよのか。保育と

いう場では，大人である保育者は，どのような支援が

求められるのか。 

本研究では，諸々の学問分野や社会的側面において

「適応」はどのような意味や位置付けで扱われてきた

かを，先行する文献や研究より素描する。それらの背

景から保育において必要とされ求められる「適応」を

探る。 
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Ⅱ．諸分野に見られる適応の概念 

 本節では，学術的な諸分野における「適応」の定

義，「適応」の状況を文献研究から素描する。ここで

は「適応」がどのような場面で論ぜられてきたのか，

何に対する「適応」なのかを教育，社会学，環境科学，

それぞれの分野から見ることとする。 

 

1. 教育分野の適応 

学校適応という分野では，学校教育における学習に

適応する過程から学習方法や学校適応感との関連を検

討 6）7）することで，学校教育に適応することの関連

を明らかにする傾向が見られた。しかし，学校に適応

をしていても自尊心は乖離することもあり8)，スクール

カーストとコミュニケーションスキルなどが学校適応

感に影響があることが述べられている。さらに，教師

の指導行動・態度により学校適応感を向上させる上で

重要な働きがあることも示唆されている。学校適応感

と教師のきめ細やかな対応が必要とされる 9)10）。 

過剰適応とは，与えられた環境に馴染もうとする適

応努力において，行き過ぎた適応努力であり，自閉ス

ペクトラム症における過剰適応から見る不適応の予防
11)や発達障害（傾向）への対応方法や継続的に通室さ

せる適応指導教室の課題などが示されている 12)。青

年期の過剰適応では，自分を抑制したり，犠牲にした

りしながら生活を送っている状態であり，周囲の他者

との関係の中で生じる現象や状態と捉え，過剰適応の

尺度作成とそのような過剰適応状態が（不）適応指数

との関係を分析し，過剰適応が生じる文脈や関係によ

り影響が出ることが明らかにされている 13）。さらに

山田 14）は，過剰適応を「よい子」のように自分の感

情や欲求を無理に抑圧してでも，周囲の期待や要求に

応える努力を行い，表面的には，社会に適応している

ように見える傾向と定義し，過剰適応者が見捨てられ

抑うつを抱いていることが明らかにしている。 

心理的適応においては，自由選択の感覚・満足度・

生活満足度を因子として，石井 15）らは，ジェンダ

ー・ハラスメント的な職場環境の認知が及ぼす影響を

測定し，職場におけるジェンダー・ハラスメント不作

為の認知が強いほど低い値が得られるという知見を示

している。外国につながる子どもが文化の違いから学

校生活への適応に向けての学習支援 16)や母子相互信

頼感や母子における親権威の不一致による子どもの心

理的適応（抑うつ，不安，自尊感情）に影響を及ぼす
17)18)知見も得られている。親の養育態度は子どもの社

会的適応（自尊感情と友人関係）に影響を与えている

ことも述べられている 19)。また保育施設において幼

小接続期や園内進級時における子どもの適応や心理社

会的不適応を，評定を用いて分析した研究からも明ら

かにされている 20)21) 。 

このように，教育に関する適応は，学校を基盤とし

ている学校適応と生活に順応するための適応，子ども

の成長に影響を及ぼす心理的適応や社会的適応が挙げ

られる。教育における適応は，環境への適応過程とひ

との身体の発達に関する適応過程について述べられて

おり，適応することで課題の解決方法が見出されてい

る傾向がある。 

 

2. 社会学関連分野の適応 

 社会学に関連する分野では，社会環境への適応，社

会的適応への影響，その他の社会へ適応するのかにつ

いて検討されていた。 

社会環境適応については，強く自己犠牲的な母親像

を詳細に描き，母親と子どもの叫びを母親の養育力欠

如の結果として切り捨ててしまう非メンタライジング

な社会環境への適応手段として孤立を選ぶ過程の検討
22）や親の離婚による日常的ストレスの緩和により適

応を促すことが可能 23)などの検討がされている。 

医学適応と社会的適応への影響との検討では，不妊

症における卵巣機能的低下に対する予防としての医学

的適応と健康な女性が将来の妊孕性低下に足して行う

社会的適応があり両側面からの検討が必要である 24）。  

一方，少年犯罪社会学では，10 代の若者は危険な行

動に走りがちだが，環境に素早く適応することを述べ

ている 25）また、社会適応として，現代アメリカにお

ける移民研究 26)が見られる。 

社会適応とは，社会環境や社会生活において，何か

の障壁を乗り越えたり，解消したりすることを適応と

している。 

 

3. 環境科学分野の適応 

 環境科学では，気候変動適応，適応効果とした地

球環境や自然環境まで幅広く検討されている。 

適応の先駆け的なものは，ダーウィン（Darwin.C）
27）の「種の起源」にみられる。生物の進化の法則を

明らかにしたダーウィンは，「種の起源」を通した進

化論の中で，生物が環境に適応するために変化をする

ことを述べている。生物の変化とは，生存闘争をする

中で自然選択が起こり，変化し適応することで進化す

る。ここで言う生存闘争とは，生物どうしの依存関係

や個体の生存だけでなく子孫の存続までも含んでいる。

そうでないものは自然淘汰され，有利な変異は保存さ

れ不利な変異は排除される。このように生き物が環境

に適した変化をすることを「適応」としている。山本
28）は，ダーウィンの進化論を，形態や行動を環境と

の本質的関係を持つものとして論じており，本質的関

係とは，形態や行動が生存上の価値と関係している。

環境との関係においてより生存の可能性を高める形態

が残され，そうでないものは淘汰される。環境は個体

の生を可能にしている条件であり，その環境に適した

行動をとることこそが，生存を導くものであり，生物
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の形態や行動を環境への「適応」へ向けられたものと

して捉えている。その後，生物と環境との関係を機能

記述として試み，ギブソンのアフォーダンス概念を用

いた環境記述の原点となっている。 

Gibson29)のアフォーダンス理論は,観察者の欲求や

知覚するという行為によって対象に付与されるもので

はない。対象は，それがどのような対象であるかによ

ってそれがなるところのものを提供するのであると述

べている。つまり、アフォーダンスとは，環境に存在

し，動物に行為の可能性を提供する情報である。近年

のアフォーダンスという概念研究として，尹 30)は，

メディア利用における「利用と満足」を，アフォーダ

ンス概念を用いることで環境面より明らかにしている。

その際，アフォーダンス概念を生物が知覚システムを

活用して，環境の中から特定の情報を抽出しそれを知

覚する過程であると解釈している。また、田村 31)は，

プロダクトデザインにおけるアフォーダンス概念とエ

スノメソドロジーへの展開を試みた。その中で，アフ

ォーダンス概念とは，知覚と環境から直接的に，行為

を可能にする情報が獲得できるものとしている。 

一方，自然科学の側面において，三村 32）は，日本

における気候変動適応の現状を明らかにし，適応とい

う切り口で地球環境変動へのあり方の提案をしている。     

例えば，果樹の気候変動適応の影響を，地形や土壌と

いう視点から果樹栽培別の環境要因の特徴を定量的に

検討し，各果樹栽培における土壌分類や土性区分を明

らかにしている。33）。農業分野では，気候変動適応

技術を，地域間で起こる波及状態，過程，要因から分

析し，大規模な地域間交流，地域間の人的ネットワー

クによる波及・伝播の効果を明らかにした。34）。熊野

らは，112 の国と地域の海面上昇に対するグリーンイ

ンフラによる適応効果と費用を検討しマングローブ活

用が有効であることと，国別では有効性に相違がある

こをを明らかにしている 35）。 

 このように地球規模の気候変動や地球環境，人を取

り巻く環境や環境の変化に対した環境要因や技術を検

討し，適応するための改善策を見出している。 

 

4. 諸分野に見られる適応が保育に示唆するもの 

 適応の概念は大きく分けて，環境や事象に対する適

応と,ヒト自身の適応力の向上に分けられた。環境や

事象に対してどのように適応してくのか，また適応す

るとどのような影響が見られるか，ヒトが適応してい

くための自身の変容が共通して述べられている。つま

り，適応に関する研究は，ヒトが環境にどのように適

応していくのかの過程や方法，ヒトが環境に適応する

ための働きかけや、環境の変化にどのように対応して

いくのかを検討しているのである。 

ヒトに関する研究では，適応を促すことや適応を受

け入れることは，ヒトの成長過程の中で，養育者以外

の大人と関わる保育の場でとても重要な働きかけであ

る 36）と言える。またヒトの成長過程による適応につ

いて，環境の影響が，子どもの行動に寄与することも

明らかにしている 37）。 

以上のことから，適応という概念は，集団生活を通

して遊びや生活を展開する保育施設や乳幼児期の子ど

もたちにも同様なことが言え，考究が求められる。 

 

Ⅲ.保育における「適応」の位置づけ 

 本節では，保育における「適応」についての先行研

究から概観する。 

 

1．保育指針等に見られる「適応」の捉え方 

厚生労働省（2018）保育所保育指針解説 38）では，

１ 保育所保育に関する基本原則（２）保育の目標 

の中で，「エ 子どもの相互の関係づくりや互いに尊

重する心を大切にし，集団における活動を効果あるも

のにするよう援助すること，子どもは，互いを仲間と

して認め，集団の中で 期待される行動や役割，守る

べきルールなどを理解するようになる。このように集

団で行う活動を中心とする生活に適応していく過程で，

同時 に，一人一人の思いや個性が十分に発揮される

ことも重要である」と記されている。 

 内閣府文部科学省厚生労働省（2018）39）幼保連携

型認定こども園教育・保育要領解説では，第 2 節 

「教育及び保育の内容並びに子育ての支援等に関する

全体的な計画」の作成等１「教育及び保育の内容並び

に子育て支援等に関する全体的な計画」の作成等

（３）「教育及び保育の内容並びに子育ての支援など

に関する全体的な計画」の作成上の基本事項ウ 入園

から終了に至るまでの長期的な視野を持つこと 園児

の幼保連携型認定こども園での生活への適応の状態，

興味や 関心の傾向と記されている。 

「適応」の対象は，家庭とは異なる集団で行う活動

を中心とする生活であり，「適応」の目的を，一人一

人の思いや個性が発揮できるようにすることと解釈で

きる。 

 

2 ．保育における適応に関する先行研究の傾向 

 本節では，近年の保育領域における「適応」に関す

る先行研究を概観する。 

保育の中での適応は，集団適応，社会的適応，生

活的適応，適応行動，教育臨床的適応，心理学的適応

があり、それぞれの視点から，適応に向けた環境構成

や援助方法などが検討されている。 

 集団適応とは，集団生活における適応が求められる

ことである 40）主な研究傾向として，保育者の関わり

を通して，集団生活や生活文化を身に着けさせること

の重要性や 41），小学校への移行期におけるレジリエ

ンスと学校適応への相関に含まれる集団適応について

乳幼児期における保育施設での生活への「適応」に関する論考
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述べられている。集団適応については，1970 年代か

ら 1990 年代に多く研究されており，表現による集団

適応 42），家庭の養育行動の影響が及ぼす集団適応 43），

途中入園児の集団適応 44）障害幼児の集団適応 45）46）

47）48）49），保育者による集団適応期の仲間づくり 50，

集団適応の過程 51），集団教育施設への適応に向けた

集団適応過程 52）53）54）が挙げられた。集団適応とは，

集団生活に適応するためにはどのような環境が必要で

あるか，また乳幼児期の発達を踏まえながら保育者が

関わることで，集団生活に適応できるようにすること

について述べられている。集団の中で適応するには，

子どもがひとりで居られる時間と空間が重要であり，

子どもの発達に応じた関わりが適応を促すことが示唆

される。 

 社会的適応では，社会的適応性をヒトの生涯に亘る

心身の健康や経済的安定性等とし，乳幼児期の「非認

知能力」の形成の重要性を述べている。その中で，集

団の中で自らの居場所，安心して生活していくための

「協調性」「協同性」「道徳性」「規範意識」の重要

性に言及している 55）。社会適応を「保育園への適

応」とし，母親のストレスとリスク要因の関連性を検

討した研究も見られる 56）。また，子どもの発達と社

会適応の関連要因として，家庭における育児環境や保

護者の育児サポートが関連していることも述べられて

いる 57）。以上から，保育における社会適応とは，保

育という場を，子どもが自分の居場所や安心できる場

として捉えられるようになることと論じている。 

 また人間は生理的に未成熟な状態で生まれ，生まれ

てからの周りの環境を通して育つ。子どもがあらゆる

環境，生活文化に適応して生きていくことを，生活適

応力活動としている 58）。集団生活への適応場面にお

ける生活適応を，保育者の関わりに着目して，言語的，

視覚的，環境的な技法を複層的に用いていることとし

た 59）。ここで扱われている生活適応とは，子どもが

生活に適応していく過程や集団生活に対する生活適応

さらに，乳児の生活を指し，保育者が関わることで習

得することが分かる。また、子どもは大人とのやり取

りを模倣しながら，その行為を習得する過程のなかで

子どもなりに動機づけをし，その活動には，子どもの

内面の活動があると考えると，子どもは内的活動をし

ていると考えることができるとした。子どもは環境や

生活文化を通して生活をしながら適応していくという

ことと，適応するには，大人と関わりしながら習得し

ているということを示した。 

 子どもの適応行動には，例えば玩具や道具を得るた

めに「貸して」などの表出や攻撃行動に代わる応答

「やめて」などの表出がある 60）。児童発達支援セン

ターでは，保育の記録を心理学的・精神医学的観点か

ら 体 系 化 し た 「 保 育 記 録 に よ る 発 達 尺 度

（NurseryTeaCher’s Rating Development Scalefer 

Children： NDSC ）」61）を用いて，適応行動を見る

ことが可能となり 62），気になる子の不適応行動への

介入技法として，応用行動分析，ペアレント・トレー

ニング，ティーチャー・トレーニング，社会的スキル

訓練，心理療法などを活用する有効性が検討されてい

る 63）。発達尺度や適応行動尺度として利用され，気

になる子どもの生活において適応した行動を促される

よう介入技法を活用する事で有効であることが示唆さ

れている。 

内田ら 64）は，教育臨床における適応とは，「子ど

も個人が自らもつ欲求を満足させながら，環境の諸条

件との間に調和のある満足すべき関係をもつ行動をす

るように自己や環境を変容させる過程」としている。

ここでの適応という概念は，様々な環境に応じて自ら

条件をかけていくことや，安定した状態を得るための

環境を積極的に変化させていくことである。さらに磯

邉 65）は環境に適応することを「適応とは，個人（主

体）と環境（対象）との調和がとれている状態を示す。

一方，不適応とは個人（主体）と環境（対象）との調

和が乱れている状態と定義した。そのもとで，子ども

の様々な問題を解決すべく環境の変化や行動を促すた

めの援助方法や技法を検討している。 

心理学における適応の分野からは，人が適応的に生

活するためには深い情動の強さや長さを柔軟に調整で

きることが重要であることが論じられている 66）。さ

らに，適応に近い概念として同調性をあげ，それは自

分の純粋な情動を表現すると同時に，おかれた状況で

自分に求められた他者からの要求や自分の目標と折り

合えることであるとしている 67）。 

 

3. 保育における適応に関する先行研究 

保育の場における適応に関する研究について，特に，

子どもの行動変容，子どもの適応に資する保育者の質

を扱ったものについて概観する。 

子どもの行動変容に関する研究として，渡邊 68）は，

幼稚園の3歳児を対象に，登園後の身支度場面の映像

を分析し，アフォーダンス・シグニファイヤという概

念を枠組みとして，人との関係性を含めて明らかにし

た。その結果，身支度が習慣化されるにつれて園生活

に適応していく姿が述べられている。 

 園生活や環境構成に着目した研究として，幼稚園入

園期の3歳児の保育のポイントを分析し，園での生活

の仕方や園生活の流れを理解し，主体的な行動ができ

るような環境構成の重要性を述べている 69）。 

真嶋ら 70)は，幼児の園への適応と支援に関する文

献を整理し，適応とは「幼児と環境との相互作用によ

り，幼児が心理的な安定を得ながら，環境との適切な

関係を構築すること」とし，個人の情緒的な安定と社

会的環境との適切な関係を表す概念であるとした。 

七木田ら 71)は，発達に課題がある幼児が園に適応す
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る過程を明らかにする中で，適応を「園環境における

様々な影響の中で幼児自身が能動的に関わっていく過

程」と位置付けており，子どもの発達や興味，性格と

園生活における諸環境，場所，各活動，他児，保育者

とのズレを園環境・生活における不適応と述べている。 

 子どもの適応に資する保育者の質研究として，上村
72）は，保育現場では，多様な子ども集団の中で個々

の子どもを見るという複雑な状況下において保育者は

子ども理解を深めながら，一人ひとりの子どもたちと

の関係を構築していく必要があるとし，子どもの適応

に必要な保育者の資質を論じている。 

若田ら 73）は，保育者のエピソードの自由記述から

分析し，保育者の個別支援や集団的支援の重要性を述

べている。保育施設では，保育者の温かい見守りや寄

り添い，応答的環境の中，子どもは周りとの思いのや

りとりや試行錯誤，葛藤等，豊かな関わりが保証され，

心と心との結びつきが築かれる場としている。子ども

が園でかかわる人と適応していく過程では，保育者が

子どもとの関係性の中で豊かな関わりが行われること

が重要であること述べている。 

鈴木 74）は，乳児期から保育施設に在籍する子ども

は，他児との関わりなどを通して仲間形成や思いを伝

え聞き，葛藤や試行錯誤といった集団生活に必要な社

会的意識を身に付けていくと述べ，初めての集団生活

を経験する乳児が滑らかに生活することを「適応」と

して示している。 

以上より，「適応する」ということは，子どもにと

っての情緒的な安定であり，子どもが園環境・生活に

能動的に関わる姿と捉えられることができる。初めて

集団生活を送る乳幼児にとっての適応とは，心理的に

能動的かつ情緒的な安定を得ながら環境と適切に関わ

ることと定義される。 

 

Ⅳ. 保育の質をよりよくする安心安定・夢中没頭 

 ベルギーのFerre Laevers は，保育の質を向上させ

る要件としたSiCs75）を開発した。要件①保育現場で

の自己評価ツールとしての機能，②子どもとその保育

環境での体験を主な対象として質の高さを見る，③3

歳児未満児の保育も含め，幅広い保育の提供に適した

ものでなければならない。 

SiCs は，Ferre Laevers の長年にわたる実践経験か

ら得られた物で，子どもがｗell-being としての安ら

ぎを感じ，のびのびとし，感情的な緊張からの解放と

involvement として，活動に熱心に取り組むことであ

り，深いレベルの学習と発達に必要な条件の2点から

構成されている。 

 ｗell-being についてLaevers は，「水中の魚のよ

うに」と表現し，「楽しむ」「リラックスと心の平

和」「活力」「開放性」「自己確信」「自分自身と向

きあう」が重要と述べている。「楽しむ」とは，微笑

んだり笑ったり，自発的なおしゃべりや歌を歌う事を

楽しむとしている。「リラックスと心の平和」では，

表情は開放的で，緊張や落ち着きのない様子はなく筋

肉がリラックスしている。「活力」とは，表情から読

みとれ，生き生きとした表情で姿勢も直立することが

できていることである。「開放性」では，大丈夫と感

じることでオープンな態度が見られるようになり，他

人に近づきやすく親しみやすい，抱き合う，褒め合う，

励まし合うなどの行為が見られる。「自己確信」は，

自己肯定感が高く不安やストレスが低くなることで，

レジリエンスの基礎となり，自己主張が確立する。

「自分自身と向きあう」とは，感情を抑圧し，自分自

身を理解することができるとしており，困難な経験か

ら回復しやすくなるとしている。 

involvement では，「モチベーション」「満足」

「激しい精神活動」「満足」「探求心」「自分の能力

の限界」が重要とする。「モチベーション」は，活動

に心から興味を持ち，駆り立てられる。それは自分の

内側から湧いてくるものである。「激しい精神活動」

では，経験に関与する中で，五感を通した広がりと深

みを荒らしている。「満足」は，関与することで自発

的に関わる姿であり遊びは最高の満足が得られる経験

とする。「探求心」は，関与の源である発見や探求し

たいという衝動や，経験したいという衝動である。

「自分の能力の限界」とは，活動への参加は，簡単す

ぎず難しすぎず，自分に挑戦する活動である場合にの

み可能であるとしている。 

評価の手続として３つのステップがある。 

ステップ１は，幸福度と参加度の評価である。極め

て低い，低い，標準，高い，極めて高い，の5件法で

評価する。 

 ステップ2は，収集したデータを分析する。観察中

に幸福度と参加度の度合いをチェックし,その背景を

アプローチし，子どもとその背景，例外的な状況など

を記載する。 

ステップ3は，保育を改善するために，リフレクシ 

ョンツールとして活用し，深く理解することである。 

以上の手順で進めることで，保育の振り返りがで

き，子どもたちの「幸福度と参加度」が高まれば子ど

もたちの好奇心や探求心を含む人生の手助けできると

している。 

 一方，秋田ら 76）による保育のプロセスの質研究

プロジェクトは， Laevers の哲学を受け継ぎ，保育

の質を捉えるための「子どもの経験から振り返る保育

の質プロセス」を作成している(表１)。この評定は，

「安心・安定（well-being）」子どもがどれだけ心地

よく過ごしているかという子どもの居場所感を捉える

視点と，「夢中・没頭（involvement）」子どもがど

れだけ活動に没頭しているかの視点で構成されている。

子どもの姿を根底におき，保育実践を行うプロセスの

乳幼児期における保育施設での生活への「適応」に関する論考
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質をよりよくしていくためである。最終的に数値化す

ることだけを目的としておらず，なぜこの値になった

のかを考えたり，他の人と意見を交流したりすること

が重要としている。項目からは，総体的に子どもの様

子を捉えることが可能であると考える。 

表 1. 「子どもの経験から振り返る保育の質プロセス」によ
る「安心・安定（well-being）」「夢中・没頭
（involvement）」評定 

評定 安心・安定（well-being） 

1 子どもが明らかに不快感を示している。 

2 

 

子どもの態度、表情、行動から、子どもの気

持ちが安定していないことを示している。 

しかし、１の項目ほど明確な様子は見られ

ず、不快感が絶えず示されているわけでもな

い。 

3 子どもの態度は自然で表情や態度に大きな変

化がない。悲しそうなそぶりや喜びの表情、

快適か快適でないかの様子もそれほど明確で

はない。 

4 子どもは、明らかに５の項目に書かれている

満足の様子を示している。しかし持続的に絶

えずその様子が見られるわけではない。 

5 観察中子どもは楽しんでおり、実際満足して

いる。 

評定 夢中・没頭（involvement） 

1 子どもはほとんど何の活動もしていない。 

2 子どもはある程度活動しているが、たびたび

中断してしまう。 

3 子どもはいつも忙しそうにしているが、何か

に集中しているようには見えない。 

決まり切った行動が多く、活動に表面的な注

意しか払っていない。 

4 明らかに子どもは活動に参加している様子が

見られる。しかし、常に精一杯取り組んでい

るとは言えない。 

5 観察中、子どもは絶えず活動に取り組んでお

り、完全に没頭している。 

 

ここで「適応」を，この評定の視点との関連から考

えてみたい。「子どもの経験から振り返る保育プロセ

ス」は，子どもがどれだけ心地よく過ごしているかと

いう子どもの居場所感を捉える視点と，子どもがどれ

だけ活動に没頭しているかの視点で構成されている。

このことは，先述で述べてきた「適応」の情緒的な安

定であり，子どもが園環境・生活に能動的に関わるこ

とが含まれることが分かる。本評定を活用することで，

子どもの保育施設における生活の「適応」度合いを可

視化できると考えられた。 

 

 

Ⅴ. まとめ 

本研究は，「適応」とは何かを諸々の学問分野や

社会的側面の先行する文献や研究より素描した。はじ

めに，教育，社会，環境学，保育に資する「適応」か

ら概念を整理した。乳幼児にとっての適応とは，「集

団適応」「社会的適応」「生活的適応」「適応行動」

「教育臨床におけ適る応」「心理学における適応」が

あり、それぞれの視点から，適応に向けた環境構成や

援助方法などが検討されており，心理的に能動的かつ

情緒的な安定を得ながら環境と適切に関わることと定

義できる。 

保育における適応研究では，保育において必要とさ
れ求められる「適応」を探り，その結果，「安心・安
定」「夢中・没頭」の評定で「適応」を描写すること
が可能であることが示された。 

 

注 

（注１） 保育を必要とする子どもを預かるために設

置された施設。幼稚園，保育所，子ども園を

指す。 

（注２） 令和 5 年 (2023 年) 4 月 1 日に発足した。

こどもが、自立した個人としてひとしく健や

かに成長することができる社会の実現に向け、

子育てにおける家庭の役割の重要性を踏まえ

つつ、こどもの視点に立って、こどもの年齢

及び発達の程度に応じて、その意見を尊重し、

その最善の利益を優先して考慮することを基

本とし、こども及びこどものある家庭の福祉

の増進及び保健の向上その他のこどもの健や

かな成長及びこどものある家庭における子育

てに対する支援並びにこどもの権利利益の擁

護に関する事務を行うことを任務とする。 
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